
ふるさと納税の方法
小学5年生も理解できた！

知らなきゃ損する
やって得する♪



ふるさと納税とは？
利用するメリット
利用する際の注意点
ふるさと納税の手順

などを知ることができます。

■ はじめに ■

このテキストを読めば、

今回の内容はふるさと納税の方法なのですが
 
「別にふるさと納税に興味無いし。」
「もっと儲かる投資案件を教えてくれ！」

と思う方がいると思いますが…

お待ちください！



私は投資や事業収入、利息収入、などなどありますが収
入に波があるのも事実・・・

収入をどんどん増やせたら良いのかもしれませんが、投
資の利益や副収入は、そんなにすぐに増えたりしませ
ん。

投資に回せるお金を増やすという意味でも、出ていくお
金「支出」を抑えることは非常に重要です。

そんな金ちゃんが実際に食事や日用品などの生活費を削
り、家族にも感謝され、かつ地方の役にも立てる魔法の
ような

ふ る さ と 納 税

について解説していきます。



■ふるさと納税とは■

ふるさと納税とは「各地方自治体などへの寄付」で
す。

子供の頃、親が一生懸命お金をかけて教育をしたにも
関わらず多くの若者は東京など大都市に出て行ってし
まします。

その為、その若者たちは生まれ故郷ではなく出ていっ
た先の土地に税金を納めます。



その為、生まれ故郷には一銭も入らず税収が減るとい
う問題を地方では抱えていました。

これを解決するためにできたのが「ふるさと納税」で
す。

一部の税金ですが、税金を納める先を自分で自由に決
められるようになったのです。

しかも注目すべきはその特徴！！

簡単にまとめてみます。



■ふるさと納税のメリット■

　寄付をしてお礼の品がもらえる
お肉や海産物、お米などの特産物や自転車、タイヤな
ど様々なお礼が用意されています。

　税金が還付・控除される
寄付したふるさと納税はその年の所得税より還付、翌
年度の個人住民税より控除されます。面倒な確定申告
もいらない制度もあります（ワンストップ制度）。

　好きな地域に寄付できる
自分が生まれた地域でなくても、どこでも自由に寄付
先を選べます。



■ふるさと納税のメリット■
（続き）

　寄付金の用途が選べる
寄付したお金はその自治体にどのように使ってもらう
か指定できます。（教育、自然保護、震災の復興、文
化の保護など）

　複数の地域に寄付できる
何ヵ所の自治体に寄付するかは自由です。複数の地域
に寄付して、いろいろなお礼品を貰うことができま
す！

簡単に言うと、実質負担2,000円で、たくさんの返礼
品（寄付した先からのお礼の品）が貰えてしまいま
す！！

 （実質負担2,000円を超える分の寄付は税金が控除
（払わなくて良い）されます！！）



・地方を助けることにつながって
・使い道を指定できて
・寄付した地方からは感謝されて
・寄付金の使い道も透明性があって
・更にはお礼の品まで貰えてしまう

という、良いこと尽くめのシステム「ふるさと納税」
 

う～～ん、何かおいしいことだらけで、詐欺みたいで
すよね（笑
 

でも、これは国が勧めている政策ですし、使わない手
はありません！！

続いてはふるさと納税を利用する際の注意点です。



■ふるさと納税の注意点■

いくら素晴らしい制度であっても、きちんとルールを
把握する必要があります。

　控除額は上限がある
年収や家族構成、住宅ローンなどによって控除上限額
があります。（上限を超えた寄付は自己負担です。）

上限額はシミュレーションツールで簡単に確認できま
すので後ほど手順を解説します。

　自己負担2,000円は常に発生する
寄付金が4,000円の商品でも、100,000円の商品でも常
に自己負担額は2,000円です。



■ふるさと納税の注意点■
（続き）

　控除は翌年から

確定申告をして控除を受けるとき、所得税の控除
は確定申告をした年から控除されます。住民税か
ら控除されるのは翌年からです。

　確定申告かワンストップ申請が必要

寄付金控除を受けるには確定申告をするか、ワン
ストップ申請サービスを利用しましょう。

→詳しくはこちら

https://event.rakuten.co.jp/furusato/guide/onestop/


■ふるさと納税の手順■

まず手順をまとめます。

①寄付金控除額をチェック
②寄付先を決める
③返礼品が届く
④寄付金控除の手続きをする

１度行えば、２回目からは簡単です。

初めて実行するのは腰が重いと思いますが、返礼
品を選ぶのは楽しいですよ！

では①〜④の手順を説明していきます。



①寄付金控除額をチェックする

例えば、年収500万円、扶養家族が配偶者のみの
給与所得者の方の場合を見てみましょう。

年収500万円、扶養家族が配偶者のみの給与所得
者の場合ふるさと納税で控除される金額は、年収
や家族構成によって異なります。
 

今回の例の場合は、自己負担2,000円でできる
「ふるさと納税」の上限額は「54,825円」となり
ます。

あなたの寄付の詳しい上限額の調べ方を解説しま
す。



楽天ふるさと納税のかんたんシミュレーターで
す。

ご自身の「年収」「家族構成」「扶養家族」を入
力することで寄付上限額の目安が算出されます。

https://furusato-nouzei.event.rakuten.co.jp/mypage/deductions/?l-id=furusato_pc_top_headmenu_con1_kantan


金ちゃんはふるさと納税を行う時に使っているの
は「楽天ふるさと納税」です。

楽天ふるさと納税では

・寄付をすると寄付額に応じて「楽天ポイント」
が貯まる
・楽天ふるさと納税でも楽天ポイントが貯まる

以上の嬉しいポイントがあります。

では次に、54,825円の寄付でどのようなお礼の品
が貰えるか見ていきましょう！！

https://event.rakuten.co.jp/furusato/?l-id=top_normal_menu_scene66


（人気の特産品などはすぐになくなってしまうの
で、お早目の申込みが必要になります）

それでは、お待ちかね、お礼の品のシミュレーシ
ョンいきましょう！！

これだけのお礼の品を貰えて、実質負担2,000円で
す！！



このように、2,000円以上するでしょ！？というお礼
の品が届くので、是非うまく活用して、節約をした
いですね♪

②寄付先を決める

まずは楽天ふるさと納税の画面を開きましょう。

人気ランキングや寄付金額、ジャンル、地域などか
ら気になる商品を見つけましょう。

https://event.rakuten.co.jp/furusato/?l-id=top_normal_menu_scene66


いくらを注文してみます。

使い道などの詳細を選びましょう。



いつもの商品の注文と同じ流れで「寄付を申し込
む」をタップします。



③返礼品が届く
説明不要ですね。
美味しくいただいたり、大切に使用しましょう。

④寄付金控除の手続きをする
以下の２つの条件に当てはまる方は、ワンストッ
プ特例制度を利用できます。

・確定申告をする必要がない方
・１月１日～１２月３１日の１年間で寄付先が５自治体以下の方

この２点に当てはままらない方は確定申告でふる
さと納税について申告してください。

詳しくはコチラ

https://event.rakuten.co.jp/furusato/guide/onestop/


■ まとめ ■

・ふるさと納税とは「各地方自治体などへの寄付」です。

・ふるさと納税のメリット
　①寄付をしてお礼の品がもらえる
　②税金が還付・控除される
　③好きな地域に寄付できる
　④好きな地域に寄付できる
　⑤寄付金の用途が選べる
　⑥複数の地域に寄付できる

・ふるさと納税の注意点
　①控除額は上限がある
　②自己負担2,000円は常に発生する
　③控除は翌年から
　④確定申告かワンストップ申請が必要

・ふるさと納税の手順
　①寄付金控除額をチェック
　②寄付先を決める
　③返礼品が届く
　④寄付金控除の手続きをする



この世界を上手に生き抜く為には知っているか知っていな
いかが大きな差です。

人生で得をするための情報を学ぶということは楽しいこと
でもありますし、世界のコトを多くの事を知っているとい
うことはその分世界を楽しめるというコトにもつながりま
す。
 

是非これからも一緒に楽しく学んでいければと思います♪



【本著作物をご利用するにあたっての注意】

　金ちゃん。（以下、乙と称す）が本著作物を利用した個人・法
人（以下、甲と称す）に提供するのは、原則として取引を開始す
るまでの方法や情報に限ります。

・本著作物は甲に投資および何らかの購入を促すものではありま
せん。

・乙が提供した情報に基づいて甲が投資を行った成果は、すべて
甲に帰属します。

・本著作物および乙が提供する情報は、甲を拘束するものではな
く、売買や投資を強制するものではありません。

・最終的な投資および行動決定はご自身の判断でなさるようお願
い致します。

・売買や投資の結果、甲に損害が発生することがあっても、乙は
これを賠償する責任を負いません。（当書籍の情報に基づいて被
ったいかなる損害についても一切責任を負いません。）

・本著作物に含まれる情報は、甲の利益を保証するものではあり
ません。

・本著作物の情報は最新でない可能性があります。実際に利用す
る場合は最新の情報をお調べいただくことをお勧め致します。

・本著作物は特定の商品の勧誘や売買の推奨等を目的としたもの
ではなく価格上昇や下落等を示唆するものではありません。

・本著作物中のいかなる内容も将来の運用成果または投資収益を
示唆あるいは保証するものではありません。（全ての投資には、
常に損失のリスクが存在します。）



・当書籍は信頼できると考えられる情報に基づいて作成しており
ますが、情報の正確性、信頼性、完全性を保証するものではあり
ません。最終的には甲判断に基づき活用してください。

・当書籍から、リンクによって外部サイトに移動する場合があり
ます。移動された先のサイトは当書籍とは関係ございません。よ
って、その内容の真偽等につきまして当方では責任を負いかねま
すのでご了承ください。

・当書籍に掲載されている内容は、当方が経験したり主観に基づ
く内容をまとめたものであり、投資一般に関する情報の提供を目
的としたものであり、投資の勧誘を目的としたものではありませ
ん。

・なお、予告なしに本書籍の内容が更新、変更、廃止される場合
がありますのであらかじめご承知おきください。


